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広 島 市 老 連 会 報

（出典：（公財）全国老人クラブ連合会『クラブ活動は新しい生活様式で』）

７
月
　
第
63
号
会
報
発
行  

　
（
１
日
）

　
　
　
理
事
会
　
　
　
　
　  

（
13
日
）

　
　
　
平
和
記
念
公
園
一
斉
清
掃
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
未
定
）

９
月
　
老
人
福
祉
大
会  

　
　
（
未
定
）

　
　
　
全
国
一
斉
「
社
会
奉
仕
の
日
」
　

　
　
　  

　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
日
）

10
月
　
ペ
タ
ン
ク
大
会  

（
20
日
予
定
）

11
月
　
第
34
回
全
国
健
康
福
祉
祭

　
　
　
神
奈
川
大
会
　  

（
12
〜
15
日
）

　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
17
日
予
定
）

12
月
　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
８
日
）

　
　
　
指
導
者
研
修
会
　
　  

（
16
日
）

１
月
　
第
64
号
会
報
発
行
　  

（
１
日
）

　
　
　
新
年
互
礼
会
　  

（
６
日
予
定
）

２
月
　
囲
碁
・
将
棋
大
会 

　 

（
15
日
）

３
月
　
理
事
会
　
　
　  

（
10
日
予
定
）

　
　
　
区
老
連
幹
部
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
17
日
予
定
）

　
　
　
評
議
員
会
　
　  

（
24
日
予
定
）

※

　
行
事
は
、
現
時
点
で
の
計
画
で
あ

　
り
中
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

　
会
場
確
保
が
で
き
て
い
な
い
行
事

　
は
、
日
付
を
『
予
定
』
で
表
記
し
て

　
い
ま
す
。
会
場
を
確
保
す
る
時
点
で

　
日
程
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
主
な
行
事



（2）令和 4 年 7 月 1 日 広 島 市 老 連 会 報

　
６
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
定
時

評
議
員
会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に
伴
う

新
た
な
理
事
・
監
事
及
び
辞
任
等
に
伴
う

後
任
評
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
た
臨
時
理
事
会

に
お
い
て
、
会
長
、
副
会
長
、
常
務
理
事

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
選
任
さ
れ
た
役
員
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

会
　
　
長
　
高
橋
　
　
博

副
　
会
　
長
　
井
唯
　
瑞
彦
　
堂
本
　
澄
子

　
　
　
　
　
髙
畑
　
太
郎

常
務
理
事
　
合
木
　
啓
治

理
　
　
事
　
佐
々
木
　
謇
　
河
内
　
幸
三

　
　
　
　
　
谷
本
　
合
一
　
村
上
　
壽
孝

　
　
　
　
　
木
原
　
和
子
　
満
田
チ
エ
コ

　
　
　
　
　
山
本
　
良
廣
　
中
村
　
寛
治

　
　
　
　
　
溝
広
　
好
子
　
吉
島
　
　
稔

　
　
　
　
　
畠
山
　
朝
子
　
清
水
　
兼
彦

監
　
　
事
　
上
橋
　
　
渡
　
伊
藤
　
　
操

評
　
議
　
員
　
兼
重
　
璋
夫
（
中
　
　
区
）

　
　
　
　※

山
田
　
昭
雄
（
安
佐
南
区
）

　※

３
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
３
年

　
　
度
第
２
回
臨
時
評
議
員
会
に
お
い
て

　
　
選
任
。

新
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た

日
時
　
令
和
４
年
４
月
６
日（
水
）

場
所
　
広
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

囲
碁
　参
加
選
手
　Ａ
組
　14
人

　
優
　
勝
　
小
河
　
　
博（
南
　
　
区
）

　
準
優
勝
　
寺
西
　
久
雄（
東
　
　
区
）

　
第
３
位
　
木
原
　
文
雄（
南
　
　
区
）

　
　
　参
加
選
手
　Ｂ
組
　11
人

　
優
　
勝
　
原
田
　
末
吉（
南
区)

　
準
優
勝
　
西
田
　
征
義（
安
佐
北
区
）

　
第
３
位
　
藤
枝
　
　
秊（
東
　
　
区
）

　
　
　参
加
選
手
　Ｃ
組
　12
人

　
優
　
勝
　
松
岡
　
達
二（
安
佐
南
区
）

　
準
優
勝
　
竹
久
　
元
彬（
安
佐
南
区
）

　
第
３
位
　
木
幡
　
篤
孝（
東
　
　
区
）

将
棋
　参
加
選
手
　Ａ
組
　19
人

　
優
　
勝
　
加
藤
　
清
爾（
安
佐
南
区
）

　
準
優
勝
　
采
　
　
信
敏（
安
佐
北
区
）

　
第
３
位
　
池
内
　
和
則（
佐
　
伯
　
区
）

　
　
　参
加
選
手
　Ｂ
組
　11
人

　
優
　
勝
　
沖
山
　
昌
明（
中
　
　
区
）

　
準
優
勝
　
宮
本
　
禎
夫（
安
佐
北
区
）

　
第
３
位
　
土
肥
　
共
栄（
西
　
　
区
）

一
人
一
人
の
経
験
を
生
か
し
て

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

の
家
庭
や
企
業
、
公
共
団
体
な
ど
か
ら

仕
事
の
依
頼
を
受
け
、
会
員
と
し
て
登

録
し
た
高
年
齢
者
の
中
か
ら
適
任
者
を

選
び
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
は

様
々
な
も
の
が
あ
り
、
一
人
一
人
の
知

識
と
経
験
を
生
か
し
つ
つ
、
働
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
サ
ー
ビ
ス
】
家
事
手
伝
い
、産
後
の
手

伝
い
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
介
護
な
ど

【
事
務
】
宛
名
書
き
、
賞
状
書
き
な
ど

【
屋
内
外
の
一
般
作
業
】
清
掃
、庭
の
除

草
な
ど

【
管
理
】
駐
輪
場・駐
車
場
管
理
、ビ
ル・

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
施
設
管
理
、
夜
間

受
付
な
ど

【
専
門
技
術
】
家
庭
教
師
、パ
ソ
コ
ン
指

導
、
衣
類
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

【
専
門
技
能
】
植
木
せ
ん
定
、ふ
す
ま
・

障
子
張
り
、
大
工
仕
事
な
ど

登
録
方
法
は
？

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
、
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人
が
対
象
で
す
。
次

の
も
の
を
持
参
し
て
、
お
近
く
の
事
務

所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
写
真
２
枚
（
最
近
撮
影
の
縦
３
㌢×

横
2.5
㌢
）●
会
費
一
、八
〇
〇
円（
年
額
）

収
入
は
ど
れ
く
ら
い
？
　

　
管
理
業
務
で
月
に
９
日
、
一
日
５
時

間
働
い
た
場
合
、
約
４
万
１
千
円
に
な

り
ま
す
。

第
52
回  

囲
碁
・
将
棋
大
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

登
録
し
て
働
き
ま
せ
ん
か
!!

◎囲碁大会

◎将棋大会

お仕事も募集中‼
お問合せ先
広島市シルバー人材センター
☎ 082-223-1156



（3） 令和 4 年 7 月 1 日広 島 市 老 連 会 報

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
、

令
和
４
年
７
月
に
岡
山
県
玉
野
市
で
開

催
予
定
の
同
研
修
会
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　
同
会
議
の
研
修
会
で
事
例
発
表
を
予

定
し
て
い
た
、
城
山
学
区
の
戸
坂
出
江

１
丁
目
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
身
体
の
健

康
と
心
の
健
康
が
認
知
症
と
介
護
予
防

に
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
を
テ
ー
マ

と
し
て
、「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」「
ボ

ー
リ
ン
グ
」「
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
」

「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」「
い
き
い
き
百

歳
体
操
」
の
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
百
歳
体
操
の
お
か
げ
で
歩
行
が

困
難
だ
っ
た
の
が
、
現
在
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り

す
る
会
員
も
お
ら
れ
、
メ
ン
バ
ー
間
で

の
話
題
や
笑
い
が
多
く
な
っ
た
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
各
サ
ー
ク
ル
の
構
成

メ
ン
バ
ー
は
、
設
立
当
初
と
ほ
ぼ
変
わ

ら
ず
現
在
も
継
続
し
て
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

◎グラウンド・ゴルフサークル
　【構成員20名　週2回開催　年平均15名参加】

◎ボーリングサークル
　【構成員10名　月1回開催　年平均9名参加】

◎百歳体操サークル
　【構成員30名　週1回開催　年間1300名参加】

◎カラオケサークル
　【構成員10名　月1回開催　年平均9名参加】



収 入 の 部 支 出 の 部

市補助金収入
47,405千円
90.6%

会費収入
1,995千円
3.8%

参加費収入
1,591千円
3.0%

収入合計
52,334千円

基本財産利息収入
652千円
1.3%

広告料収入
540千円  1.0%

その他収入
151千円
0.3%

公
益
目
的

事
業

公1事業費
17,612千円
33.7%

公2事業費
8,464千円
16.2%

公3事業費
1,106千円
2.1%

公4事業費
7,266千円
13.9%

その他事業費
15,268千円
29.1%

管理費（法人会計）
2,368千円
4.5%

予備費
250千円
0.5%

支出合計
52,334千円

※人件費等の共通経費は各事業へ按分計上

（4）令和 4 年 7 月 1 日 広 島 市 老 連 会 報

 【主な実施事業】 （単位：千円）

公益目的事業１（公１）
　高齢者の健康づくり、介護予防及び
生きがいづくり推進事業

 ・ 健康増進教室
 ・ スポーツ大会等
 ・ 学区（地区）老連健康づくり支援事業
　　＠1,200円×単位クラブ数（学区分担金）
 ・ 健康講演会

７, ３７７
４, ０１８
９８８

２０２

公益目的事業２（公２）
　高齢者の支え合い、社会奉仕、ボ
ランティア等地域を豊かにする活動
推進事業

 ・ 高齢者相互支援友愛活動事業
　　＠5,000円（単位クラブ分担金）
　　＠1,000円×単位クラブ数（学区分担金）
 ・ ひとり暮らし老人等健康交流事業
　　＠38,000円（学区分担金）
 ・ 社会奉仕活動事業
　　＠80円×会員数（学区分担金）

２, ７９３

１, ５３８

９２５

公益目的事業３（公３）
　高齢者地域リーダー育成推進事業  ・ 市・区老連指導者研修会 ３３５

公益目的事業４（公４）
　広報、情報提供、普及啓発推進事業

 ・ 広島市老人福祉大会
 ・ 市・区老連会報

２, ３６５
１, ０４３

その他事業
　老人クラブの支援及び連絡調整、
老人クラブの普及育成、会員の加入
促進等老人クラブ活動の推進事業

 ・ 区老連職員雇用、事務局運営費助成
 ・ 全老連セミナー等派遣
 ・ 老人クラブ加入促進対策事業
　　加入促進チラシ作成等（単位クラブ、学区分担金）
 ・ 会員増強クラブ等特別報奨金
　　新規・再加入、前年度比会員増クラブ

１０, ９８６
１, ３１４
５２６

４４９

令和4年度収支予算の概要

区　　　分 主な事業名 予算額

ダミー



（5） 令和 4 年 7 月 1 日広 島 市 老 連 会 報

0120-468-800
〒731-3167 広島市安佐南区大塚西 3-2-9

オーダーメイドセカンドライフ
安全で愉しい生活を体験してみませんか

介護付きホーム（介護付有料老人ホーム）
住宅型有料老人ホーム 西風新都 お問合せ

※恐れ入りますが音声案内に従って番号②を押してください

季節の食材が楽しめます 健康サポート 温泉でゆったりリフレッシュ

自立から軽度対象、住宅型フロアが生まれ変わりました

お気軽
に

ご相談
くださ

い
！

広
島
市
高
齢
者
作
品
展

　
　〜
達
人
た
ち
の
夢
２
０
２
１
〜

　
日
頃
の
創
作
活

動
の
成
果
、
公
募

作
品
約
２
０
０
点

を
展
示
し
ま
す
。

「
人
生
の
達
人
」の

皆
さ
ん
の
、
心
あ

た
た
ま
る
力
作
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
入
場
無
料
。

【
開
催
】

９
月
11
日
㈯
〜
９
月
18
日
㈯
　
８
日
間

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

【
会
場
】
　

合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ

　
（
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
・

　
　
中
区
袋
町
６
番
36
号
）

【
内
容
】

①
作
品
展
示
（
日
本
画
・
洋
画
・
書
道
・

　
写
真
・
工
芸
・
手
芸
）〔
期
間
中
〕

②
作
品
展
示
（
前
年
度
入
賞
者
作
品
の

　
写
真
等
）〔
期
間
中
〕

③
協
力
団
体
展
示
〔
９
月
17
日
㈮
〜
９

　
月
18
日
㈯
〕

　
同
展
の
応
募
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
公
民
館
等
で
配
布
し

て
い
る
作
品
募
集
案
内
（
申
込
は
が
き

付
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
：
7
月
30
日
㈮
　
必
着
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
公
財
）広
島
市
文
化
財
団
　

  

ひ
と・ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
管
理
課
内

　
　
広
島
市
高
齢
者
作
品
展
実
行
委
員
会

　
　
事
務
局
　
電
話
５
４
１―

５
３
３
５

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
！ 会場の様子（昨年度）

広
島
市
健
康
福
祉
局
保
健
部
健
康
推
進
課

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
方
が
接
種
す
る
こ

と
で
、
重
症
者
や
死
亡
者
を
減
ら
し
、

医
療
機
関
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
広
島
市
で
は
、
５
月
10
日
に
80
歳
以

上
の
方
へ
接
種
用
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付

し
て
以
降
、
６
月
中

に
全
て
の
65
歳
以
上

の
方
へ
接
種
用
ク
ー

ポ
ン
券
を
送
付
し
ま

し
た
。

　
接
種
用
ク
ー
ポ
ン

券
が
届
い
た
方
は
、

接
種
場
所
を
決
め
て

接
種
の
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
身
近
な
医
療
機
関
で
接
種
す
る

「
個
別
接
種
」
と
本
市
な
ど
が
設
置
す

る
会
場
で
接
種
す
る
「
集
団
接
種
」
に

よ
り
行
い
ま
す
。

　
医
療
機
関
や
集
団
接
種
会
場
の
場
所

や
予
約
方
法
は
、
接
種
用
ク
ー
ポ
ン
券

の
同
封
チ
ラ
シ
や
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
２
回
必
要

で
す
。
１
回
目
の
接
種
か
ら
３
週
間
後

又
は
４
週
間
後
に
２
回
目
の
接
種
と
な

り
ま
す
の
で
、
予
約
前
に
２
回
分
の
予

定
の
確
認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
接
種
当
日
は
、
①
接
種
用
ク
ー
ポ
ン

券
、
②
事
前
に
記
入
し
た
予
診
票
、
③

本
人
確
認
書
類
を
持
っ
て
、
肩
を
出
し

や
す
い
服
装
で
会
場
へ
行
き
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

高
齢
者
向
け
接
種
に
つ
い
て

接種用クーポン券送付用封筒

見本

ダミー

未入稿

未入稿



（6）令和 4 年 7 月 1 日 広 島 市 老 連 会 報

　
広
島
市
立
広
島
市
民
病
院

　
　
循
環
器
内
科
部
長
　
西
岡
　
健
司

　
日
本
の
高
齢
化
の
進
行
は
社
会
構

造
上
、
避
け
る
こ
と
が
出
来
ず
、
２

０
３
０
年
に
は
人
口
の
約
31
％
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
り
ま
す
。
出

生
率
の
上
昇
が
期
待
出
来
な
い
現
状

で
は
、
高
齢
者
の
方
々
に
自
立
し
た

元
気
な
高
齢
者
で
過
ご
し
続
け
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
、
健
康
年
齢
の

さ
ら
な
る
延
長
、
こ
れ
は
国
策
で
も

あ
り
ま
す
。

　
ど
ん
な
方
で
も
年
齢
と
と
も
に
動

脈
硬
化
は
進
行
し
、
高
齢
者
特
有
の

病
気
を
発
症
さ
れ
ま
す
。
大
動
脈
弁

狭
窄
症
は
、
高
齢
者
に
多
く
見
ら
れ

る
心
臓
弁
膜
症
で
、
ゆ
っ
く
り
進
行

す
る
た
め
、
年
齢
か
ら
く
る
体
力
の

衰
え
と
感
じ
て
し
ま
い
、
手
遅
れ
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
労
作
に
伴

う
息
切
れ
感
、
胸
部
圧
迫
感
が
初
発

の
症
状
で
、
進
行
す
る
と
意
識
を
失

っ
た
り
、
呼
吸
困
難
に
な
っ
て
、
緊

急
入
院
が
必
要
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

疲
れ
や
す
い
、
若
い
人
達
と
一
緒
に

歩
く
と
遅
れ
て
し
ま
う
等
の
症
状
が

最
初
に
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
当
て

は
ま
る
も
の
が
あ
れ
ば
近
所
の
循
環

器
専
門
の
病
院
を
受
診
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
専
門
の
先
生
に
聴
診
器
を

当
て
て
貰
え
ば
、
す
ぐ
に
診
断
出
来

る
疾
患
で
も
あ
り
ま
す
。

　
心
臓
弁
膜
症
の
治
療
と
な
る
と
、

心
臓
の
大
手
術
で
、
高
齢
者
に
は
難

し
い
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
最
近
の
10
年
で
、
大
動
脈
弁
狭

窄
症
の
治
療
は
飛
躍
的
に
進
歩
し
て

お
り
、
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
っ
て
、
非

常
に
少
な
い
侵
襲
で
弁
膜
症
治
療
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
100
歳

近
い
患
者
様
で
も
、
健
康
年
齢
を
維

持
さ
れ
た
い
方
は
、
治
療
を
受
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
心
臓
弁
膜
症
の
ほ
と
ん

ど
は
治
療
可
能
な
時
代
に
な
っ
て
い

ま
す
。
積
極
的
に
病
院
を
受
診
し
、

健
康
100
歳
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

大
動
脈
弁
狭
窄
症
の
新
し
い
治
療
(C)

だ
い 

ど
う 

み
ゃ
く 

べ
ん 

き
ょ
う 

さ
く 

し
ょ
う

ダミー

未入稿

ダミー


